
 
 
 

 
 

 

 

摂南大生が今年もすさみ町を元気にします！  
今回の「なんでもやる隊」の活動は高齢者へのお餅配付と古座街道修復など 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

活動期間：平成 29 年 2 月 10 日（金）～13 日（月） 

       ・餅つき（2/10：旧佐本小学校）※摂南大生が収穫したもち米 40kg 使用 

       ・清掃活動（2/11：佐本中地区付近） 

・古座街道の修復(2/11・12 予定：佐本深谷付近) 

       ・柱松用木材の運搬（2/11・12 予定：佐本地域内） 

       ・地域の高齢者宅訪問・お餅配付（2/12：同） 
      
活動場所：和歌山県西牟婁郡すさみ町佐本地域：「旧佐本小学校」を拠点 

実施団体：摂南大学ボランティア・スタッフズ（文化系クラブ）はじめ学生約６０人と指導教員 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の予定】 

・平成 29 年 3 月 10 日（金）～13 日（月） 

    「いきいきふれあい祭」のサポートや佐本地区内の高齢者宅訪問などを予定 
 

 

 

 

資料提供(平成２９年２月６日) 

※西牟婁振興局同時提供 

 担当 
県 すさみ町 摂南大学 

過疎対策課 畑田、岩橋 地域未来課 水上 地域連携ｾﾝﾀｰ 小出、大島  

 電話 073-441-2930（内線 2930） 0739-55-4801 072-829-0385 

平成２２年からすさみ町の活性化に貢献したいと活動を展開している摂南大生。平成２６

年秋からは和歌山県「大学のふるさと活動」として、すさみ町と摂南大学が協定調印、同活

動を継続展開しています。 

５年前から開始した中山間地の佐本地域での「なんでもやる隊」活動。今回は摂南大生が

収穫したもち米を使って餅をつき、高齢者宅に届けます。また、古座街道の修復活動に引き

続き協力。土砂や倒木の撤去を行います。 

佐本地域と摂南大生が協力して復活した伝統行事「柱松」の松明用の木材の運搬や集落の

清掃などにも力を発揮します！ 
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高齢者宅訪問活動 

古座街道の修復 

餅つき 


